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いつまでも住み慣れたところで暮らし続けたい。
いつでも安心な生活を送りたい。

そんな願いに寄り添います。
２４時間３６５日の訪問介護看護サービスの実施です。

 主なサービス
定期的にホームヘルパーが自宅を訪問
困った時に随時訪問
連絡できるように専用の通報装置を用意
必要に応じて定期的に看護師も訪問

定期巡回・随時対応型訪問介護看護について



定期巡回・随時対応訪問介護看護は、

平成２４年度より始まった介護保険の

地域密着型サービスのひとつです。

２６年４月から開始いたしました。

桑名市で初めてのサービス



社会福祉法人アパティア福祉会

法人理念
すべての人を尊重し、共感を持って寄り添い、支える。

本部を長島町西外面に置き、
三重県・愛知県で
高齢者・児童・障害者の福祉の
ために活動しています。
法人全体でＩＳＯ９００１を
取得し、常にサービスの質の
向上に努めています。



事業所の紹介

桑名市長島町横満蔵
５６８番地２

事業所併設の他の事業
介護老人福祉施設入所者生活介護あおい
認知症対応型共同生活介護ひなた



サービスの内容①

①定期巡回（訪問）サービス
ヘルパーが定期的に自宅を訪問し、
食事や排泄その他の介護を行う。

②随時訪問サービス
「ベッドから転落した」等緊急を
要する時、 貸与する通報装置を
使ってオペレーターに通報する。
必要と判断した時はヘルパー等が
訪問して対応する。



サービスの内容②

③オペレーターサービス
通報装置を通じて相談をし、
適切な助言を受けることが
できる。

④訪問看護サービス
必要に応じて医師の指示に
基づき、看護師が訪問する。



具体的サービス
訪問介護
 安否確認

 おむつ交換 体位交換

 清拭

 更衣介助

 移乗介助

 食事介助

 服薬確認

 水分補給

 口腔ケアなど

訪問看護
 褥瘡の手当て

 たん吸引

 経管栄養の管理

 インシュリン投与

 尿道カテーテルの処置など



ご利用方法

当事業所や

介護支援専門員

主治医の方から

案内します。







今までの訪問介護や訪問看護との違い

訪問１回につきいくら、
という計算ではなく、
ひと月の定額負担の
サービスです。
訪問介護と訪問看護が
別々ではなく、介護と看護
両方の定額負担です。





現 在

ご利用者数
４月 ４名
５月 ５名
６月 ６名
７月 ７名

今のところは、いずれも訪問介護の
サービス需要です。



利用人数（平成26年7月）

要介護1 要介護2 要介護3 要介護4 要介護5 合計

1人 1人 1人 3人 1人 7人

利用状況

定期巡回 随時訪問 随時対応

早朝 30回 2回

日中 22.5回 13.5回 4回

夜間 30回 1回

1人1ヶ月あたりの平均利用回数（集合住宅型）







・起床の声掛けや通所の準備など、定期的な訪問で生活の
リズムが整っている。

・短時間の訪問で声掛けを行うことにより、日常生活に会話が

増え精神面が安定した。

・ご利用者の体調の変化に気付くことができている。

体調不良のときの対応が早めにできる。

・排泄介助が必要な時にケアコールができて、在宅生活が継

続できている。また排便の状態を把握することができる。

・毎食後の口腔ケアを行うことにより、清潔保持ができている。

・24時間対応のケアコールがあることで、介助者の安心

にも繋がっている。



走り出した結果とこれから

・何かあった時に安心、手伝ってくれるという認識は持っ
もらえた

・普通の訪問介護や訪問看護との違いをしっかりとしてい
かないといけない

・ご利用者のニーズは同じ時間に集中することもある
・ケアコールは対応力、判断力を磨く
・一応予定した派遣時間を超えたり、業務内容の妥当性を

考えたときに
・随時対応の使い方は試行錯誤がある
・夜間は併設施設の力を借りる 連携と情報共有の必要性
・待機にかかる精神的な負担の軽減



地域包括ケアへの取り組み

施設は入所者に対し、医療、
介護を一体的に２４時間提供し
ている。

在宅生活者に対しては、地域
の中で、家庭の中で、医療・介
護サービスが多種多様な社会資
源を組み合わせ、常に情報共有
を図り、必要なケアが提供する
ことで、同じように２４時間生
活を援助し支えることができる。



アパティア福祉会の目指す地域包括ケア

歯科医師

医師

薬剤師

行政

リハビリ

ショートステイ

特養

訪問介護
デイサービス

訪問看護 ケアマネジャー

グループホーム
サービス付高齢者住宅





ありがとうございました


